






その他のタイトル Hokushinron (Advance into Northeast Asia),
Takeshi Tamai and his Concept of History of
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　1945 年 8 月 15 日以降，玉井が最初に世に出した論文は「英国地方制度用
語の研究」（1949 年）（4）である。ただし，これはアンドレ・モーロワ『英国史』





















































る利尻島に 1848 年に漂着したアメリカ人 Ranald Macdonald について，すな
わち 1853 年のペリー来航時に活躍した「森山栄之助外十三名の通詞達に，わ




（1979 年，再訂版 2012 年）という翻訳書がある。その訳者である富田虎男に
よれば，ルイス・村上が編集したマクドナルド「日本回想記」の英語原本（玉
井の研究もこれに寄っている）の出版が 1923 年であり，その後 1930 年には
重久篤太郎「日本の英学の先駆ラナールド・マクドナルド」が研究の先鞭をつ
け，少なからぬ研究者がマクドナルドについて論じ始めたのだが，この人物の



























































　A sailor, in his manhood, has tears! – Myself, with averted face, 
had to cut the rope by which I hung to all them. I left in the cord the 















　His pronunciation was peculiar. 
と評して居る。従つて此の和蘭流の発音を米国式に修正して本格的な英語
教授によつて日本に正統英学の種子をおろした所の恩人は，北海の一孤島







































































研究に関する研究－沖縄と北海道を中心に」（平成 24 年～ 26 年，課題番号：
23520284，研究代表者：齋藤一）による調査研究の成果の一部である。なお，本
論文の一部分は，文学受容変容研究会第 2 回研究会（2012 年 12 月 27 日，於：東
洋大学白山キャンパス）においておこなった口頭発表，「〈北方〉と混淆性　　玉
井武「北海道に於ける英學の發達」（1950）について」と内容が重なるところがある。





2 . 注 15 を参照せよ。
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4月29日），2頁。金沢康雄「－人と自然をこよなく愛した－玉井武先生を憶う」，
『緑丘』90 号，2001 年，148 頁。なお，金沢は昭和 25 年（1950 年）の卒業生。
6 . 中本毅彦「故玉井武先生を偲ぶ会（正気寮 OB 会）」，『緑丘』91 号，2002 年，
105 － 106 頁。中本は昭和 32 年（1957 年）の卒業生。





8 . 『百年史』通史編，464-465 頁。
9 . 同上，504 頁。








中心に」，『人文研究』（小樽商科大学）第 7 輯，105-133 頁，1954 年，133 頁。






























『小樽商科大学新聞　緑丘』全 3 巻，不二出版，1992 年
『緑ヶ丘』（編集：蟇目英三），1 号（1958 年 5 月）～ 88 号（1973 年 6 月）
※ 蟇目が事実上個人で編集・発行していた後援会誌。現在は編集体制を新たにした
『緑丘』（1973 年～）が発行されている。
